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１．贈り物を贈ることの、良さを大切さを、みんなで思い出してほしい。

⇒かつては、「旅行前に”旅行に行くこと”を伝えた人」には、旅行中に旅行おみやげを買って配っていました。

⇒コロナ禍で誰にも言わずに旅行に行き、静かに帰ってくる人が増えています。
旅行おみやげを配るシーンは激減しました。
わずかに、旅行休暇を申請する職場にだけ、旅行おみやげを配るシーンが残っています。

⇒コロナ禍で激減した、“贈り先に贈る贈り物／旅行おみやげの市場”を回復させたい。

２．観光地に活気を取り戻してほしい。

⇒旅は異世界体験であり、他にはない素晴らしいアクティビティです。

⇒今、観光地では閉店が目立ち、
開店していても旅行客の数がまばらな店が増えています。

⇒観光地の復興に寄与したい。

３．日本の努力を、より大きな経済効果に繋げたい。

⇒日本は、ものづくり領域、食(味等)や食品管理領域において、
すばらしい努力を積み上げた国です。
偽物販売やぼったくりのない流通で、高いモラルを誇っています。
世界有数の、“安全に滞在できる国”でもあります。

⇒しかし、言語（日本語）、決済（円）、
位置（極東）・島国・交通機関（飛行機or船）、
海外郵送（輸入禁止品・関税）、
旅行おみやげBIGデータの不在等、多くの障壁があります。

すばらしい努力が、これらの障壁により、本来獲得できるであろう経済効果に繋がっていません。

⇒可能な限り諸障壁を撤廃し、日本の国の努力を、より大きな経済効果に繋げたい。

Ⅰ．３つの願い ＷＩＳＨ



Ⅱ．WISH への WIT&WILLINGNESS!

2023年2月、スマホショートカタログギフト事業を開始しました。
以下、当事業で積み重ねた工夫（機転と情熱）を列挙します。

１．“贈り先に贈る贈り物／旅行おみやげの市場”を回復させたい。

⇒贈り先が、贈り物／旅行おみやげを選ぶ。
＞贈り主が贈り先を想って、限定的な贈り物カテゴリー（4～16商品）を贈る。
＞贈り先が、好きなデザイン・味・素材・用途等を選び、満足度が向上する。

⇒常時携帯する、旅行時でも携帯する、スマートフォンで手続が完結する。
スマホ中心の画面設計。

⇒贈り先のスマホに、価格情報は一切表示されない。
贈り主のスペシャルメッセージ付。

⇒贈り物は、メーカーから贈り先へ直送（郵送）される。
持ち運びの手間が軽減（手ぶら観光の実現）される。

⇒サービスを通じて、旅行おみやげの醍醐味を感じます！

２．観光地の復興に寄与したい（エリア版で対応）。

⇒QRコード技術の高度活用によって、多くの関係者に、
カタログ売上を自動分配することが可能です。

⇒機動性（どこにでもおける、いつでもわたせる）と
柔軟性（改変が容易）に富む、A４裏表１枚のカタログで
商流を活性化します。旅行おみやげ小売店以外のプレース
（宿泊業、観光施設、飲食業、クルーズ船、etc）でも
販売することが可能です。

３．諸障壁を撤廃し、日本の国の努力を、より大きな経済効果に繋げたい。

⇒多言語対応。はじめから、日・英・中・韓、対応。システム構造的には、ほぼ全世界の言語に対応可能です。
⇒Stripe採用。はじめからVISA、MASTER、AMEX、JCB,DINERS,DISCOVERのカード決済と、
Google Pay、Apple Pay、Alipayのモバイル決済が利用可能です。
⇒機動性（どこにでもおける、いつでもわたせる）に富む、A４裏表１枚のカタログを駆使し、空港やクルーズ
船等のインバウンド動線上で販売できます。（エリア型で対応）
⇒贈り物を海外３０か国に郵送可。輸入禁止品対応済。決済前に、当該外国へ送れない贈り物が判明します。
⇒旅行おみやげBIGデータプラットフォームとして最適です。市場を捕捉するための有用なデータを活用できます。



Ⅲ．企業版とエリア版

１．企業版（１企業が対象）

⇒基本店舗を有し、自社で贈り物を製造、もしくは贈り物を仕入れている企業のみが対象です。
カタログを販売できる場所は、導入企業様の店舗となります。

⇒サービス利用契約（基本はクラウドサービス利用契約と同様）。在庫責任（お金を受領した顧客には必ず
商品を送る）と、郵送責任（郵送中の商品の破損など）等は、弊社では負担できません。導入企業様負担です。
導入企業様に、提供するクラウドサービスには、在庫管理機能、発送管理機能が搭載されています。

⇒導入企業様で自由にカタログを作成・販売することができます。
クラウドサービスには下記機能が搭載されています。

・商品登録＆在庫登録
・カタログの作成、登録、印刷
・カタログの販売、販売管理（データの出力機能）

２．エリア版（観光地・観光エリアが対象）

⇒企業版の機能はすべて格納されています。
観光地／観光エリアとして使うことを前提に追加設計した、発展版です。

⇒商品を製造している企業（メーカー）とは、クラウドサービスの活用を前提（準備行為）とした、販売委託契約を
締結します。
カタログを販売する企業（宿泊業、飲食業、観光施設等）とは、クラウドサービスの活用を前提（準備行為）とし
た、業務委託契約を締結します。

⇒多くの関係者でカタログ売上を分配する機能は、エリア版のみの実装です（企業版には含まれません）。

⇒旅行おみやげ小売店以外のプレース（宿泊業、観光施設、飲食業、クルーズ船、etc）で、カタログ販売する
機能は、エリア版のみの実装です（企業版には含まれません）。

観光業の複数メーカー
宿泊業・飲食業・小売業
・観光施設・クルーズ船等

モノ管理することなく、
在庫リスクなく、カタログを販売する

贈り先に旅行おみやげを
もっともっと気に入ってもらえる

初期費用なし。
売上実績分配型。

エリアの商品を組み合わせて
カタログを作成する

＜観光エリアの再興支援＞

小売業

基本、店舗を有し、モノを作る
もしくはモノを仕入れる企業のみが対象

当社ホームページより申込

問い合わせ先： centersww@outlook.jp



Ⅳ．サービス内容（エリア版）

名 称 ：スマホショートカタログギフト（スマートフォンを使った旅行おみやげの販売促進サービス）
目 的 ：コロナ禍で大きな被害を受けた観光旅行業の再興を支援すること。
ターゲット市場 ：国内旅行客市場と訪日外国人旅行客市場（インバウンド市場）

概 要 ：
>“アフターコロナ時代の、おみやげの新しい贈り方”を、市場に提供する事業。
贈り先に、旅行おみやげを、もっともっと気に入ってもらうためのOFFLINE TO ONLINEサービス。
「もっともよく使う日用品としてのスマホ。旅行でも常に携帯するスマホ」を媒体とした、気軽でオシャレなギフトサービス。
「観光・旅行業の再興を支援する」という目的を達成するために、多くの工夫を織り込んでいます。

＞ショートカタログとは、同価格帯の旅行おみやげが4～16掲載されたシンプルなカタログです。
ホテルフロントやレジ前に設置された、紙媒体ショートカタログ（A4裏表１枚）上のQRコードを、贈り主がスマホで
読み取って、クレジットカード購入/モバイル決済します。

＞すると、ショートカタログのデータが贈り先のスマホに転送されます。
贈り先が4～16商品（旅行おみやげ）の中から１つを決め、スマホ上で（贈り先住所への）郵送取寄せ手続をします。
贈り先自身が商品を選択することにより、贈り先の満足度が向上します。
原理は、日本のウェディング市場で長い間定着している、“結婚式の引き出物に使う、価格帯別カタログ”と同じです。

＞A4裏表１枚のショートカタログ（紙媒体）は、機動性（どこにでも置ける・渡せる）・柔軟性（改変が容易）が高く、
導入した観光エリアに、多くの新しい商流を生みます。

＞ショートカタログを置く場所や、ショートカタログを渡すタイミングを、マーケティングの観点から考察します。
・レジ前に置き、自分用のおみやげを買った旅行客に、贈り先用のおみやげとしてショートカタログを薦める。
・交通機関へ長時間乗る前に、ショートカタログ（紙媒体）を渡し、読んでもらう/買ってもらう。
・宿泊施設のフロント、ロビーに、ショートカタログ（紙媒体）を置き、夕食～就寝間に購買してもらう。
・宿泊施設にチェックインする時、ショートカタログ（紙媒体）をツアー客に渡し、夕食～就寝間に購買してもらう。
・「匠の逸品ショートカタログ」を高級和風旅館に置く。「同モダンデザイン版」を大型リゾートホテルに置く。
・高齢者の慰安旅行で、お孫さん用のショートカタログ（ご当地乗り物等）を渡す。

＞初期費用０円。お金の流れはシンプルで、ショートカタログ売上代金を関係者で分配するのみです。
近年、QRコードが、無限に無料で作成できるようになったことから、ショートカタログの売上を、非常に多くのステーク
ホルダー間で自動的に分配することが可能となりました。

＞「贈り先がどのような旅行おみやげを喜ぶか？」、贈り主が明確にわかっていない領域（「推定領域」）が存在します。
旅行中のおみやげ購買における「推定領域」に対応するソリューションとして、スマホショートカタログギフトを着想しました。

[図１：スマホショートカタログギフトサービス概要]

・おみやげ小売店のレジ横・レジ前、店内に当カタログ（紙）を置く。
※自分用のおみやげを買った観光客に、贈り先のために買う
おみやげとして、当カタログ（紙）を薦める。

・ホテルのフロントで渡す。ロビーに置く。
ホテルチェックイン時にカタログ（紙）を渡す。
※夕食～就寝間に、スマホ手続してもらう。
※贈り先と贈り主がスマホで連絡をとることも可能。

・クルーズ船内に当カタログ（紙）を置く。
列車やバスに長時間乗る前、カタログ（紙）を渡す。
※乗車＆乗船中に、スマホ手続してもらう。

・カタログ（紙）を見ながら、贈り主が、贈り先
に贈るショートカタログをスマホで購入する。
代金は贈り主が事前にスマホ決済する。

・贈り主と贈り先が、旅行中にスマホで対話。旅行が盛り上がる。

・手ぶら観光の実現。大きいおみやげ、持ち運びにくいおみやげも
販売対象にできる。空港における混乱回避。
各国の輸入禁止品対応済。

・カタログ代金の２割が当社の粗利
カタログ掲載商品は仕入れない（売上原価で
はない）。おみやげは製造元から贈り先へ直送。
製造元や販売チャネルへ
「カタログ代金×約定割合」の金額を送金する。

・贈り先のスマホに当カタログ（データ）が届き、 贈り先が、4～16候補から、１つの贈り物を選ぶ。

・製造業者のしっかりとした梱包で贈り物を郵送する。
※破損の場合、同等お土産を再送する。訪日外国人旅行客が贈り主の場合、為替手続が煩雑になるので、返金はしない。



Ⅴ．ものづくり補助金 採択・交付決定事業
出典： https://portal.monodukuri-hojo.jp/saitaku.html

応募総数：61,589社。
（1次～12次合算）

国が運営するものづくり補助金
のグローバル展開型で、
採択時に個人事業主案だった
唯一事業です。

１
６１５８９

第８次グローバル展開型で
採択(昨年１月)されました。
法人番号のない個人事業主
事業案です。

その後、昨年７月に株式会社
化しました。



Ⅵ．産業競争力強化法に基づく認定事業

⇒現在、資本金は１０５万円（増資済）



【運営企業と問い合わせ先】

株式会社 Social wit&willingness
設 立：2022年7月
資本金：105万円
業 種：情報通信業＞インターネット附随サービス業
所在地：東京都荒川区荒川7-46-1 マークスタワー町屋2010号室
代表取締役：水津敦司（すいづあつし）
連絡先 企業版・全般： opesww@outlook.jp

エリア版 ： centersww@outlook.jp
ホームページ ： https://short-catalog-gift.com/ja/

⇒システム開発委託先・運用
株式会社オクトライズ
設 立：2008年9月9日
資本金：999万円
所在地：秋田県秋田市外旭川字野村207-1グランパスビル2F
代表取締役：茂木 聡（もてぎさとし）
連絡先：018-853-0371
ホームページ ： https://www.octrise.co.jp/

エリア版スマホショートカタログギフト価格表（2023年2月時点）

初期費用
商品レート

（商品代金）
販売レート

（業務委託手数料）

メーカー ０円
カタログ代金の
58～78％

カタログ代金の
2～22％※１

販売店
（カタログ販売）

０円 ―
カタログ代金の
2～22％

※商品毎に商品レートと販売レートを設定する。 商品レートと販売レートの合計値は８０％ピッタリに設定する。
※決済手数料も、商品レートと販売レートに従った分割負担。
※例）カタログ価格5000円 商品レート70％ 販売レート10％ 決済手数料４％の場合
＞メーカーへの振込金額＝商品代金（5000×0.7＝3500）ー決済手数料（5000×0.04×0.7＝140）＝3360円
＞カタログ販売店への同上金額＝業務委託手数料（5000×0.1）－決済手数料（5000×0.04×0.1）＝480円
＞※１：メーカーが直営店舗で、自社商品を掲載したカタログを販売した場合は、メーカーへの振込金額とカタログ販売店へ

の振込金額を合計した金額（当例では、3840円）が振り込まれる。

企業版スマホショートカタログギフト価格表（2023年2月時点）

月間販売額 基本サービス利用料／月 加算利用料／月

～５万円（５万円未満） 2000円 ０円

５～１０万円（１０万円未満） 2000円 4000円

１０～２５万円（同上） 2000円 10000円

２５～５０万円（同上） 2000円 28000円

５０万円以上 2000円 月間販売額の８％

※当サービスを利用した企業は、基本サービス利用料と加算利用料、及びStripe決済手数料の合計を支払う。
※加入月の月末までは、基本サービス利用料は無料。加算利用料は加入月(月末締め)から支払う。
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